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研究成果の概要 

本研究は、香害として問題となっている、身のまわりの香水や柔軟剤などの匂い物質に反応して現れ

る不快感において、それらがどのようにして引き起こされるのか、また匂い物質の感受性に個人差があ

ることや体調により感受性が変化する原因を明らかにすることを目的としている。 

昨年度において、香水や柔軟剤などに含まれる匂い物質を、ネブライザー装置を用いてマウスに経鼻

曝露することにより、マウスの脳に匂い物質が移行することを見出した。また脳内に移行した匂い物質

から、代謝物が生成することを GC-MSを用いて明らかにした。本年度では、これら匂い物質をマウスに

経鼻曝露して行動試験を行った。その結果、マウスの不安様行動の増加や多動が観察され、また心拍が

増加したことから、香害で見られる不快感をマウスで再現できたと考えられる。また嗅覚を消失させた

マウスを用いた実験より、これらの不快行動は、匂い物質の嗅覚情報によらないことを見出した。そこ

で、脳内に移行した匂い物質、またはその代謝物がダイレクトに脳に悪影響を与えている可能性を検討

した。その結果、匂い物質またはその代謝物は、脳の神経細胞の機能に影響を与えることを見出した。

また、香害を含む化学物質過敏症には、薬物代謝酵素の遺伝子多型が関与することが明らかとなってい

る。そこで、脳における匂い物質の代謝において脳内の薬物代謝酵素の関与を検討したところ、匂い物

質の代謝に関わる酵素を同定した。今後は、これらの匂い物質の脳へのダイレクトな作用がどのように

不快感を引き起こすかを明らかにしていく予定である。 
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